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策27回IGC

モスクワ

盛谷智之(海洋地質部)

�浯�歩�剉��

1.はじめに

第27回IGCは1984年8月4日から14日まで,ソ連邦

の首都モスクワで開催された｡筆者は,科学技術庁在外

研究員国際研究集会派遣費によりこの会議に参加する機

会を得た｡IGC参加もソ連訪問も初めてであり,いろい

ろ貴重た体験｡見聞をすることができた｡また今年1989

年7月9日から19日まで米国のワッソトソ市で開かれた

第28回IGCにも参加した｡ここでは,若干それとの比

較もまじえ,筆者が体験･見聞したことを述べてみた

い｡たお,モスクワIGCは5年も前のことで記憶が薄

れてきた点があったり,巨大た会議であるため一人の海

洋地質学者として筆者が体験できたのはその一部に過ぎ

たいことをおことわりしておきたい｡

2.会議の概要

IGCはロシア時代に第7回(ペテルブルグ昌現レニング

ラｰド,1897年)が,ソ連邦にたって第17回(モスクワ,

1937年)がすでに開催されており,第27回(モスクワ,19

84年)はロシア･ソ連邦で3度目のものであった｡会議

の主会場とたったのはモスクワ大学とソ連邦貿易センタ

一であるが,開会式･閉会式はクレムリン宮殿大会議場

で,また併催の展示会ジオカルタｰ84はソ連邦エクスポ

センタｰにおいて行われた｡

会議を主催した組織委員会は,ソ連邦地質省大臣(当

時)のE.A.コズロフスキｰ氏を委員長,科学アカデミ

ｰ副総裁･リソスフェア研究所長のA.L.ヤソシソ氏ら

4名を副委員長,リソスフェア研究所のN.A.ボグダノ

フ黄を事務総局長とし,まさに国をあげたかたちの取り

組みであった｡会議の主た内容は,初日と最終目の開会

式･閉会式･総会,22テｰマの分科会(各々が数件のサブ

テｰマとシンポジウムを含む),6テｰマのコロキウム(専門

家会議),1テｰマの特別会合からなる学術講演を軸と

し,これにIGCで伝統的に重視される地質見学旅行･

現地討論会を会議の前後に各大約60コｰス(5～14日間),

会期中(土･日曜日)に20コｰス(1～2日間),また研究

所の訪間見学を14機関,延べ48回(半目程度)を配した

ものであった｡

この他,国際地学連合(IUGS)総会だと110件の各関

連分野の研究連絡会議カミ会期中にもたれ,さらに関連行

事として国際地質図展･調査実験機器展(ジォヵルタｰ84

ジォェクスポｰ84)カミ併催された｡

会議の参加国数は110カ国,参加者総数5,700名で,そ

写真1第27回IGCの開会式,閉会式の

会場となったクレムリン宮殿大会
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写真2クレムリン宮殿大会議場で行われ

た第27回IGC開会式

の内訳はソ連邦3,400,東欧圏1,100,西側諸国1,200で

あ乳ソ連邦以外で参加者の多かったのは,チェコスロ

バキアと米国がともに300人台,カナダと中国カミともに

70人台,オｰストラリアがおそらくこれに次ぎ,日本は

40人,西独は20人であった｡また,学術講演の総数はプ

ログラムによると3,500余りであるが,このうち口頭発

表が取り止めになったものがかたりあったようである｡

3.コロキウムと分科会の内容

コロキウムでは最近の地球科学の全般的課題や開催国

ソ違･アジア大陸の地質に関するテｰマが,そして分科

会(セクショ:■)では地球科学の分野別のテｰマがそれぞ

れ取り上げられれ分科会は各々がいくつかのサブテｰ

マとシンポジウムに分かれ,シンポジウムは他の分科会

との共同テｰマとして行われるものもあった｡

コロキウムの6つのテｰマは次の通りである｡(1)ソ

連邦の地質学,(2)世界のエネルギｰ資源の問題,(3)

古海洋の諸問題,μ)北極海の地質学,(5)アジア大陸

の構造運動,(6)地震と災害の予知の問題｡一方,22の

分科会のテｰマは次のようである｡(1)層序学,(2)古

生物学,(3)第四紀学と地形学,(4)堆積岩岩石学,(5)

先カンブリア時代地質学,(6)海洋地質学,(7)構造運

動,(8)地球物理学,(9)火成岩変成岩岩石学,ω鉱

物学,ω地球化学と宇宙化学,⑫金属鉱床成因論と

鉱床学,㈹石油ガス資源学,⑭燃料鉱床学(石炭),

胸非金属鉱床学,㈹水文地質学,ω応用地質学,

(1③リモｰトセンシング,α9比較惑星学,⑫⑪数理地

写真3第27回IGCの主会場となったモスクワ大学

質学,的地史学,㈱地学教育｡

以上の各分科会(セクション)はさらにいくつかのサブ

テｰマに分かれる｡例えば,第6分科会の海洋地質学の

サブテｰマは次の通りである｡｢海洋域の堆積層,その

形成作用と構造｣,｢金属鉱床と参金属ノジュｰルの成

因｣,｢古海洋学｣,r海洋玄武岩層の岩石化学地球化学的

た区分｣,r海洋域の地球物理学的研究｣,｢海洋と大陸の

中生界新生界の対比問題｣,r中生代新生代における海洋

域と大陸縁辺部の構造地質学的対比問題｣,r縁辺海の成

因｣｡
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以上のコロキウムや分科会はモスクワ大学の3つの建

物と貿易センタｰを講演会場として研究発表が行われ

た｡それらの講演要旨は10冊の本にまとめられ,これに

著者別索引書カミ1冊加わった｡講演発表は英語かロシア

語で行われ,各会場では英語･ロシア語の同時通訳方式

がとられた｡各講演は15分問の発表と5分間の質問とい

う平均的な時間配分であった｡

4.筆者の参加体験

筆者は,主目的であった自分の専門のマソガソ鉱床･

マソガソ団塊の成因論の研究に関連した諸行事への参加

のほか,地質調査所代表代理としての活動も行った｡そ

れらは次の通りである｡

1)シンポジウムrマソガソと随伴金属の地質及び地

球化学/鉄マソガソ団塊の分布･形成の支配法則｣

における2件の論文発表と座長担当｡

2)会期中(土･日曜日)地質見学旅行･現地討論会

rグルジア共和国ポルニシ鉱床地域の地質構造と鉱

床｣への参加｡

3)関連研究所の訪間見学コｰスヘの参加｡

4)IGC評議会及びIUGS総会への日本代表団の一

員としての出席｡

5)国際地質図展への地質調査所出品地図類の展示業

務｡

これらはいずれも有益で貴重た体験であった｡以下に

各次の様子を紹介する｡

5｡シンポジウム｢マンガンと随体金属の地質及

び地球化学/鉄マンガン団塊の分布･成因の支

配法則｣

このツソポジウムは第12分科会｢金属鉱床成因論と鉱

床学｣及び第6分科会｢海洋地質学｣の共同テｰマとし

て,8月5目･6日･7目及び9日にモスクワ大学第2

号館会場において開催されれコンビｰナｰはソ連邦科

学アカデミｰ地質研究所のI.M.バレンツォフ氏が務

め,また座長団はソ連9名,その他9名(米国･インド･

オｰストラリアが各2名,英国･日本が各1名)で構成され

た｡参加者は毎日延べ80-100名程度で盛況であった｡

当初受理されプログラムに載った論文は44篇で,内訳

はソ連が15,米国7,オｰストラリア･インド･日本が

各4,ブラジルと西独が各2,英国･ギリシャ･スイス

･南ア･ハンガリｰ･ユｰゴスラビアが各1であった｡

しかし,このうち日本からの2篇を含め数篇が発表取り

止めとなった｡これらは,(1)マソガソ鉱物の鉱物学･地

1989年12月号

写真4モスクワ大学会場前で,右側から青木斌(東海大学),

Y.I.シュクロフ(ソ連邦極東地質学研究所所長,アカ

デミｰ会員),L.コフバス(通訳)の各氏と筆者

球化学的研究,(2)各国の主要あるいは特徴的た型式の鉱

床の総括的研究,(3)マソガソ団塊･クラスト,熱水鉱床

の分布･成因に関する各国の研究,に大別されれ

筆者は,6目午後にr日本の新第三紀層状マソガソ鉱

床の地質｣,9日午後にr北部中央太平洋海盆のマソガ

ソ団塊鉱床｣の2つの研究発表を行うとともに,9目午

後の座長団を担当した｡

全体的た印象として,陸上のマソガソ鉱床と他種鉱床

あるいは海底マソガソ団塊たどとの関連性を意識Lた内

容の研究発表がかなりあらた｡ソ連は南西部の古第三紀

堆積性鉱床(ニコポル･チァドゥラなど)が長年の採掘か

ら巨大であった埋蔵量が減少し,古い時代の火山堆積性

鉱床など他の型の鉢床の探査が進められ,また海底マソ

ガソ団塊にも深い関心をもっていることが感じられた｡

一方,新しい動きとして米国地質調査所がレアメタル資一

源としての海底コバルトリッチ･マンガンクラストの研

究及びそれに関連して米国西部の低品位陸上マソガソ鉱

床の見直しの研究計画を実施中で,海底と陸上の鉱床の

比較という研究の方向を示唆した｡これらの研究発表･

討論を通じ｡て,日本のこの分野における今後の研究に対

して参考とたる情報が得られ有益であった｡筆者にとっ

て更に大きな収獲は世界の多くの研究者と知己にたれた

ことであった｡その後他界された米国地質調査所の元所

長Y.E.マッケルビｰ氏は1研究者としてマソガソ団

塊の研究発表をされ感銘を受けた｡太平洋のマソガソ団

塊の多くの論文で名前を知っていたソ連科学アカデミｰ�
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写真5トビリシ市内見学中の巡検参加者｡右から先導のパト

カｰ,バス,救急車(医者と看護婦同乗),バス

海洋研究所のN.S.スコルニヤコｰバ女史は大柄のたく

ましい体つきの人で,発表者が時間をオｰバｰするとこ

わい顔をして机を叩いたカミ,後で聞くと厳格で有名との

ことであった｡英国インペリアルカレッジのD.S.ク

ロｰナソ氏は,この時を契機にその後地質調査所に招へ

いした｡米国地質調査所のJ.ハイソ氏,オｰストラリ

アアデレｰド大学のB.R.ボルトン氏の両若手研究

者は,その後この分野で研究をリｰドしており,第28回

IGC(ワシントン)ではツソポジウムのコソビｰナｰを務

めていた｡

俗.地質見学旅行,現地討論会｢グルジア共和国

ボルニシ鉱床地域の地質構造と鉱床｣

8月11日(土)と12目(日)の両目は,一部を除き会

議はすべて休みとされ,1～2目問の地質見学旅行･現

地討論会が20コｰス用意された｡筆者は,会期前後の長

い旅行は多忙であったことと,科学技術庁研究集会派遣

費では無理であろうとの判断から断念したが,モスクワ

から短期日でもなるべく遠出できるものということで上

記のコｰスを選んだ｡結果は大当りで大満足であった｡

このコｰスは8月11目早朝3時にホテルを出発,モスク

ワから飛行機で2時間半のトピリ州こ向い,同目中にバ

スでトビリツｰボルニツｰマトヌイリ鉱山一トビリシの

ルｰトを巡検,翌12目にトビリシ市を見学,夕方にはモ

スクワに帰るというものであった｡参加者は40名程度

で,中国6名をはじめとしてソ連･東欧圏･西欧各国か

ら集まり,日本からは筆者が1人であった｡案内はモス

クワからは観光公社の女性ガイド1名が付いただけで,

他はすべて現地のグルジア共和国の地質調査所･科学ア

カデミｰ地質研究所の関係者によってなされた｡

トビリシは東欧で最古の都市であるが,その周辺地域

の地質は上部白亜系･古第三系･新第三系及び第四系か

らたる｡ボルニシ鉱床地域は,上部白亜系の安山岩一流

紋岩質の火山一堆積性の地層で特徴ずげられ,鉱床はこ

れらの中に胚胎する沿岸浅海性環境における熱水作用に

よる浅所交代性銅･鉛･亜鉛鉱床で,生成時代は後期白

亜紀と考えられている｡マトヌイリ鉱山の大観模た露天

掘りの現場を見学したが,日本の新第三紀の黒鉱鉱床と

きわめて似ていた｡

この見学では,通常は公開されない鉱山の現場や諸資

料が参加者に快よく示され,現場で率直な討論が行わ

れ,またモスクワではたかったようた温かい歓迎も受け

た｡地質学分野の国際会議では地質見学旅行が重視され

るが,これが学術的のみたらず人間的交流,さらには相

互理解の促進のためにも重要だと痛感した｡

7.関連研究所の訪問見学

2カ所だけ訪間することができた｡モスクワ大学付属

地質鉱物博物館は会場とたったモスクワ大学本館内にあ

り,マソガソ鉱床･マソガソ団塊のシンポジウムに関連

してマソガソ鉱物･鉱石の特別展示があり,ソ連邦南西

部のニコポル･チアトゥラ両鉱山の鉱物･鉱石たどを初

めて見ることができた｡ソ連邦科学アカデミｰ海洋研究

所では,潜水調査船による調査やマソガソ団塊･熱水鉱

床の調査など興味ある成果の紹介があった｡

9｡鵬C評議会及び亙U⑭S総会

IGC評議会は8月6日及び13目に,IUGS総会は8月

4月･5目･8目及び13目に各国代表団が出席して開か

れた｡日本代表団は,野沢保(代表,日本地質学研究連絡

委員会)･端山好和(東京農業大学)･本田雅健(日本大学)

･黒田吉益(信州大学)･久城育夫(東京大学)･立見辰雄

(日本大学)の各氏に,筆者盛谷智之(地質調査所所長の代

理)を加えた7名であった｡両会合ではIGC･IUGS一の

組織･運営･役員人事などに関する検討が行われたが,

主要な点は次のようであった｡

従来からのIGC巨大化により主催国に負担を強い,

総花的な学術会合では落着いた実質的討論ができず実り

が少たいとの議論がくり返されてきた｡この時も同様の

発言がいくつかの国から出され,IUGSとIGCの問で

IGC会議の規模･運営に関する作業グルｰプを構成して

検討することカミ合意された｡

次回の第28回IGCは,米国が米国地質学会100周年が

前年にあるため1989年にずらし5年の間をおき,ワシン

トンで開催することが正式に決った｡次々回の第29回に

地質ニュｰス424号�
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タｰ側が展示をやってくれると書いており,海外室から

所定の手続きと展示品送付を済ませてもらい安心Lてい

た｡ところが8月5日に展示会場を訪れた人から地調の

地図が未着で,ブｰスには何も展示されていないと聞か

されびっくりしたのである｡以後,エクスポセンタｰ側

灘簸のllつ/し顯い/lた不親切あちこちの窓口の

写真6国際地質図展｡調査実験機器展の会場とたったエクス

ポセンタｰ

ついてはIGCの恒例では7～8年前に主催国が名のり

を上げることにたっており,この時法るべきであった

が,従来日本がすでに招致の申し出を行っていたのに対

して,モスクワIGCの直前にたって中国から招致の申

し出がIGCとIUGSにたされた｡このため,この時の

会合では結論を出さず,新旧の執行部役員を含む作業グ

ルｰブをつくり,地質見学旅行･場所だとさまざまだ条

件を考慮に入れて検討し,1985年8月までに結論を出

し,開係国に通知するということになった｡

9.国際地質図展(ジオカルタｰ84)

本展示会は,国際調査一実験機器展(ジォェクスポｰ84)

とともに,IGC関連行事として,8月3日から12目にか

けIGC会場の1つの貿易センタｰに近いソ連邦エクス

ポセンタｰにおいて開催され,2万人をこえる入場者が

あったといわれる｡国際地質図展への出展参加国は,主

催国のソ連をはじめとし,東欧圏のハンガリｰ･ポｰラ

ンド･ブルガリア･東独･チェコスロバキア,友好国で

あるキュｰバ･マリ,西欧側の米国･フランス･イタリ

ア･オランダ･フィンランド,そしてアジアから日本と

中国であった｡また,国際機関･団体としてユネスコ･

IUGS･その傘下の世界地質図委員会が参加した｡日本

からは地質調査所が地質図類を出展し,筆者らがそのレ

イアウトと展示に協力した｡

実はこの展示で思わぬ苦労があったのである｡この出

展案内は,展示物とレイアウト図を送ればエクスポセソ

たらいまわしたど,手ごわい“お役所的"た手続の壁と

闘い,地調への電報･電話による連絡で確認した航空貨

物送り状の内容を証拠に,荷物がセンタｰ内の保税倉庫

に眠っていることを発見Lたのが7目で(アトラスは紛

失),さらに地図そのものについての税関側のチェック

に1日近くかかり,センタｰ側の作業員を使い坂巻幸雄

氏と一緒に自らで展示を終えたのは8日の夕方であっ

た｡IGCの華やかた面の裏に隠れたこの国の問題点を見

る思いであった｡なお今年の第28回IGC(ワシ:■トン)に

おいても,開会直前に地質調査所の割当てブｰスに梱包

荷物が置かれたままであるのを知り,慌ててやはり展示

会場側の作業員を使って展示した｡出展案内は出展者の

立会いが必要と明記すべきであろう｡

翌.おわリに

最後に悪い印象の話となってしまったが,モスクワの

IGC全体とすれば,ソ連側カミ最大の努力をして成功であ

ったと思う｡しかし反省すべき点はいくつかあった｡そ

の1つは,筆者の宿泊したロシアホテル(6,OOO名収容)

とモスクワ大学･貿易センタｰの2会場がそれぞれバス

で15分かかる所に分かれていたことである｡会議の巨大

化に伴う問題点かと思うが,人大はせかせか動き回り,

知人に食えば“Seeyou1ater(またあとで)"が合い言葉

であったとの冗談も聞かれたほどであった｡

この点第28回IGC(ワシントン)では展示会場も同一

の建物の中にあるワッソトソコソベソジョソセンタｰで

行われ,参加者は落ち着きをもつことができ非常に良か

った｡他の点としては学会登録･宿泊･旅行事務だと事一

務面でのネック,人手に頼る非能率さが目立った｡例え

ばホテルに到着してから部屋に入れたのは実に1時間半

近く後であり,全く疲労困はいの状態であった｡1992年

の日本のIGCは,これらの反省点を教訓にして,実質

的討論中心の適正規模で能率の良い運営の会議とたるこ

とを望みたい｡
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